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劃
聞
か
羽
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と
�
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た
特
徴
別
、
あ
る
い
は
周

囲
の
環
境
ご
と
に
、
目
的

と
す
る
造
園
に
ど
ん
な
樹

木
が
適
し
て
い
る
の
か
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
�
 

L

事
典
編
は
、
掲
載
さ
れ

て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
樹
種

相
υ
『
戸
川
ト
�
 

、
ノ
グ
主
�
 
、

運
営
す
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
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読
ん
で
面
白
い
も
の
を

心
掛
け
た
」
と
話
し
て
い

る
。同

書
は
1
万
6
8
0
0

円
�
 
(税
込
み
)
。
発
売
は
�
 

月
山
日
。問
い
合
わ
せ
、

m

「
読
ん
で
も
楽
し
め
る
事
典
を
目
指

に
つ
い
て
、
造
園
木
と
し

し
た
」

と
話
す
野
田
坂
伸
也
さ
ん

て
の
魅
力
や
性
質
、
ど
の

者る

花
で
復
興
支
援
継
続
ヘ

4参H
Hす表

箱
一
一
旬
団
体
が
活
動
発
表

発を況

希
望
の
花
い
わ
て
3
・
体
が
被
災
地
へ
の
支
援
活

樹
日
(
吉
川
三
枝
子
代
表
)

動
を
発
表
し
、
花
の
力
で

浅
主
催
の
花
と
緑
の
復
興
支

~
援
交
流
会
は
日
目
、
盛
岡

州
市
中
ノ
橋
通
1
丁
目
の
プ

市
ラ
ザ
お
で
っ
て
で
約
印
人

いい
が
参
加
し
て
聞
か
れ
た
。

槌
県
内
外
の
ガ
|
デ
ニ
ン
グ

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
日
団

ト

「は
な
せ
ん
せ
」
の
植

物
辞
書
検
索
シ
ス
テ
ム

「花
ペ
デ
ィ
ア
」
で
、
画

像
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
(
会
員
登
録
が
必

要
)野

田
坂
さ
ん
は
二
戸
町

出
身
。
重
県
大
農
学
部
園
�
 

7
か
に
わ
た
っ
て
ヒ
マ
ワ

リ
の
種
を
植
え
た
」
と
紹

介
。

「当
日
は
、
津
波
と
原

発
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
地

域
に
活
気
が
生
ま
れ
た
。

仮
設
住
宅
で
園
芸
教
室
を

開
く
と
、
知
ら
な
い
人
同

士
が
仲
良
く
な
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
花
の
力
の

大
き
さ
を
再
認
識
し
た
」

と
強
調
し
た
。
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献
立
の

ヒ
ン

ト

ぃサ
ク
ラ
エ
ビ
と

…
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
の
�
 …

し
ぎ
焼
き
風
…
�
 

復
興
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

南
相
馬
ひ
ま
わ
り
大
作

戦
�
 
(福
島
県
)
の
八
津
尾

初
夫
さ
ん
は

全
国
の
人

々
の
協
力
で
震
災

1
0
 

0
日
目
の
6
月
四
日
に
、

理
子
災
害
等
支
援
研
究
室

長
が
講
演
。
「
被
災
者
自

身
の
回
復
力
を
基
盤
と
し

た
支
援
が
必
要
。
災
害
初

期
に
築
い
た
心
の
ケ
ア
に

申
し
込
み
は
ア
ボ
ッ
ク
社

(フ
ァ
ク
ス

0
4
6
7
・
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5
・6
5
9
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)

ヘ。

彦
さ
ん
は

「花
の
種
を
集

め
て
被
災
地
を
緑
に
す
る

活
動
を
ま
ず
思
い
付
い
た

が
、
植
え
る
場
所
も
土
も

な
く
な
っ
て
い
た
」
と
振

り
返
り
、

「仮
設
住
宅
に

花
と
一
緒
に
プ
ラ
ン
タ
ー

と
土
を
贈
っ
て
い
る
。
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
に
役
立
つ
支
援
を
し

て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

語
っ
た
。

陸
前
高
田
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
�
 (陸
前
高
田
市
)
の

鈴
木
勝
井
さ
ん
は

「花
は

悲
し
み
に
く
れ
る
人
の
心

を
癒
や
し
て
く
れ
る
。
震

災
を
乗
り
越
え
よ
う
と
多

く
の
人
々
が
心
を
寄
せ
て

く
れ
て
い
る
。
と
て
も
あ

り
が
た
い
」
と
支
援
に
感

謝
し
た
。
�
 

遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト

(遠
野
市
)
の
伊
勢
崎
克

心
の
ケ
ア

今
後
を
議
論

慣
れ
酢
鍋

い
臨
時
日
ド
間
関

本
年
度
第
6
囲
気
仙
地
な
る
体
制
を
整
備
し
中
長
雄
主
任
主
査
が
県
の
プ
ラ

域
精
神
保
健
福
祉
担
当
者
期
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ン
を
説
明
。
現
場
サ
イ
ド

等
連
絡
会
は
、
大
船
渡
市
る
方
針
。
そ
の
た
め
、
精
か
ら
は
同
課
と
医
療
局
と

2
人
分
で
、
サ
ク
ラ
エ

ビ
6
4
、
ナ
ス
2
本
、
ピ

ー
マ
ン

2
個
、
み
そ
、
白

す
り
ご
ま
を
用
意
し
ま

す
ナ
ス
は

1
4の
輪
切
り

に
し
て
水
に
さ
ら
し
ま

す
。
ピ
ー
マ
ン
は
縦
半
分

に
し
て
、
�
 5
、
♂
の
厚
さ
に

切
り
ま
す
。

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ

油
大
さ
じ

1
と
%
を
熱

不
眠
気
味
な
ら


セ
ロ
リ
試
し
て


体
は
疲
れ
て
い
る
の

に
、
睡
眠
が
う
ま
く
と
れ

な
い
と
き
は
、
セ
ロ
リ
を

お
薦
め
し
ま
す
。
セ
ロ
リ

の
香
り
成
分
「
ア
ピ
イ
ン
」

に
は
神
経
を
鎮
め
る
作
用

c

ア、室
長厳

令~
ス

騎


は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー

ム
か
ら
地
元
医
療
機
関
へ

ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど

を
語
り
合
っ
た
。
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t

の
県
立
大
船
渡
病
院
で
こ
神
斜
医
や
保
健
師
ら
専
門
の
さ
ら
な
る
連
携
を
望
む

対
す
る
信
頼
と
期
待
に
応

月
�
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室
内
面
び
間
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〉
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、
行
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防
主
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主
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同
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か
い
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ハ

り

門

し
、
水
気
丈

を
入
れ
て

が
つ
く
ま

り
出
し
ま
十

に
み
そ
大
守

糖
、
し
ょ
ヱ

弘
、
酒
、
ゃ

を
入
れ
て
+

す
。フ

ラ
イ

油
大
さ
じ
寸

ク
ラ
エ
ビ虫

が
出
た
ら
叫

れ
て
少
し
胤

ス
と
調
昧
削

火
以
下
で
ム

り
す
る
ま
4

ご
ま
大
さ
い

す
。(1

人
分
円

が
あ
り
ま
+

セ
ロ
リ
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っ
て
み
て
山


ょ
う
。
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リ
と
デ
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ネ
ギ
を
、

し
た
鍋
に
1

え
て
強
火
明

煮
立
つ
北

て
、
チ
キ
~
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